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雪
の
粒
が
き
ら
め
く
か
た
雪
の
朝
は

春
に
触
れ
た
く
て
野
に
出
る

雪
を
割
る
小
川
の
セ
リ
を
摘
む
水
は
冷
た
い
が

自
由
自
在
に
歩
け
る
雪
原
は
、
冬
の
終
わ
る
証

写真：菅　敬浩



▼
取
材
ノ
ー
ト

聞
き
書
き
百
選（
平
成
二
十
九
年
度
発
行
）『
じ
い
ち
ゃ
ん 

あ
り
が
と
う
』よ
り

奥会津の植物 写真・文：新国　勇〈コシノコバイモ〉

　
ぼ
く
の
祖
父
が
農
業
高
校
に
入
学
が
決

ま
っ
た
時
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
今
は

六
十
七
歳
な
の
で
、
約
五
十
一
年
前
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。

　
祖
父
が
会
津
農
林
高
校
に
入
学
が
決
ま

り
、
い
よ
い
よ
家
を
離
れ
る
時
の
写
真
で

す
。

　
祖
父
の
母
に
送
ら
れ
て
、
か
ん
け
前
の

バ
ス
停
で
待
っ
て
い
る
と
、
卒
業
し
た
村

の
先
輩
が
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
て
、

「
い
よ
い
よ
高
校
に
行
く
の
か
ぁ
、
が
ん

ば
れ
よ
。」

と
、
声
を
か
け
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
そ

の
時
、
祖
父
は
初
め
て
、
家
を
離
れ
て
、

他
の
土
地
で
学
校

生
活
を
送
る
こ
と

の
不
安
で
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。

　
そ
の
後
、
祖
父

は
、
入
学
し
て
か

ら
毎
週
末
に
家
に

汽
車
や
バ
ス
を
乗

り
継
い
で
帰
っ
て

き
た
そ
う
で
す
。

　
ぼ
く
は
、
農
林

高
校
に
入
学
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
の

話
を
聞
い
て
、
農

林
高
校
に
入
る
勇

気
を
持
て
て
、
良

か
っ
た
で
す
。

Ｑ
：
秀
元
さ
ん
、
今
年
の
冬
、
雪
は
ど

う
で
す
か
？

秀
元
さ
ん
：
浅
い
で
す
ね
。
例
年
の
半

分
以
下
っ
て
く
ら
い
で
す
ね
。
二
月

入
っ
た
頃
に
一
メ
ー
タ
ー
を
少
し

超
え
た
ん
で
す
が
、
雨
が
降
り
通
し

だ
っ
た
日
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ

で
、
ぐ
ー
っ
と
、
め
っ
て
（
減
っ

て
）
き
た
ん
で
す
よ
。
こ
の
辺
で
は
、

〝
め
る
〞
っ
て
言
う
ん
で
す
よ
。
今
、

八
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
か
な
。

Ｑ
：
青
木
さ
ん
は
、
お
仕
事
は
農
業
で

し
ょ
う
か
？

秀
元
さ
ん
：
農
業
で
す
、
原
木
シ
イ
タ

ケ
栽
培
で
す
。
仲
間
と
一
緒
に
、
現

在
二
万
三
千
本
。

Ｑ
：
そ
れ
で
は
、
原
木
を
伐
る
の
に
、
今
、

一
番
忙
し
い
で
す
ね
？

秀
元
さ
ん
：
ご
存
じ
の
と
お
り
、
八
年

前
の
東
日
本
大
震
災
の
時
の
事
故

で
大
騒
ぎ
な
ん
で
す
。
二
万
三
千
本

の
内
、
四
国
の
愛
媛
県
か
ら
一
万
本

買
っ
て
い
ま
す
。
あ
の
当
時
、
原

木
一
本
が
百
五
十
円
＋
運
賃
二
十

円
で
百
七
十
円
で
入
っ
て
い
た
の

が
、
今
、
四
百
七
十
円
で
す
か
ら
。

隣
の
南
会
津
町
か
ら
一
万
一
千
本
。

秋
田
か
ら
二
千
本
買
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
シ
イ
タ
ケ
の
コ
マ
（
菌
）
は
ど
う

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

秀
元
さ
ん
：
コ
マ
は
山
梨
か
ら
来
ま
す
。

Ｑ
：
柊
介
君
の
名
前
の
由
来
は
？

柊
介
君
：
お
父
さ
ん
が
植
物
系
が
好
き

だ
っ
た
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
。

秀
元
さ
ん
：
息
子
は
秀
之
、
私
も
〝
秀

〞
が
入
っ
て
い
る
で
し
ょ
、
そ
れ
で

〝
柊
〞
も
「
し
ゅ
う
」
だ
か
ら
、
い

い
な
ぁ
、
と
な
っ
た
ん
で
す
。

Ｑ
：
こ
の
写
真
を
見
て
、
思
い
出
す
こ

と
を
教
え
て
下
さ
い
。

秀
元
さ
ん
：
そ
の
バ
イ
ク
の
人
は
、
私

が
高
校
入
学
す
る
時
に
卒
業
し
た

人
で
小
林
さ
ん
と
い
っ
て
、
教
育

長
を
さ
れ
た
方
で
す
。
お
ふ
く
ろ

に
先
輩
の
小
林
さ
ん
の
と
こ
ろ
に

連
れ
て
い
か
れ
て
、
会
農
（
県
立

会
津
農
林
高
等
学
校
）
の
学
校
生

活
の
こ
と
と
か
を
聞
き
に
行
っ
た

ん
で
す
。
そ
れ
で
、
通
り
が
か
っ

た
小
林
さ
ん
が
「
こ
れ
か
ら
行
く

の
か
？
頑
張
れ
よ
な
！
」
と
言
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
オ

レ
も
、
そ
れ
こ
そ
不
安
で
、
う
つ

む
い
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

妹
も
写
っ
て
い
ま
す
が
、
親
父
が

撮
影
し
た
写
真
な
ん
で
す
。

Ｑ
：
高
校
生
活
は
下
宿
だ
っ
た
の
で
す

ね
？

秀
元
さ
ん
：
は
い
、
高
校
の
南
側
の
白

狐
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
佐
竹

さ
ん
宅
で
し
た
。
下
宿
生
は
十
人

ぐ
ら
い
い
ま
し
た
。

Ｑ
：
下
宿
生
活
で
つ
ら
い
こ
と
は
な
か

っ
た
で
す
か
？

秀
元
さ
ん
：
昨
日
の
残
り
の
カ
レ
ー
が

出
て
き
た
時
が
あ
っ
て
、
三
年
生
が

ス
プ
ー
ン
で
肉
だ
け
取
っ
て
、
一

年
生
は
具
が
な
い
カ
レ
ー
を
食
べ

さ
せ
ら
れ
た
っ
け
…
…
。

Ｑ
：
柊
介
君
も
会
津
農
林
高
校
に
進
学

希
望
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
か
？

柊
介
君
：
ヒ
ラ
タ
ケ
と
か
マ
イ
タ
ケ
の
栽
培
に
も
興

味
が
あ
る
ん
で
す
。

Ｑ
：
お
父
さ
ん
や
じ
い
ち
ゃ
ん
の
卒
業
し
た
高
校
に

行
き
た
い
、
キ
ノ
コ
を
や
り
た
い
と
い
う
お
孫

さ
ん
の
話
を
聞
い
て
ど
う
で
す
か
？

秀
元
さ
ん
：
嬉
し
い
で
す
。
日
本
中
人
口
減
少
の
問

題
で
す
が
、
息
子
や
孫
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い

く
の
が
大
切
な
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

写
真
・
文
責:

菅　

敬
浩

　
初
め
て
祖
父
が
家
を
離
れ
る
時

昭
和
村
立
昭
和
小
学
校
　
五
年
　
青
木
　
柊
介

　
越こ
し
の
く
に国（
北
陸
地
方
）
で
見
ら
れ
ユ
リ
科
の

貝ば
い
も母
に
似
て
小
さ
い
と
い
う
意
味
。
北
陸
以

外
に
も
福
島
県
、
山
形
県
、
静
岡
県
、
岐
阜

県
に
分
布
す
る
が
、
自
生
地
は
限
ら
れ
る
。

早
春
の
林
縁
で
、
カ
タ
ク
リ
が
咲
き
出
す
こ

ろ
に
開
花
す
る
。
目
立
た
ず
清
楚
な
花
。

祖
父
：
青
木
　
秀
元 

さ
ん

（ 

昭
和
二
十
五
年
生
　
六
十
八
歳
）

孫
：
　
青
木
　
柊
介 

君

（
平
成
十
八
年
生
　
十
二
歳
）

〔
昭
和
小
六
年
〕

2009 年からこのコー
ナーに掲載された作品を
１冊にまとめた『聞き書
き百選～十年の軌跡』が
発行されました。ご希望
の方は切手 200円を同
封の上、下記宛お送りく
ださい。

〒969－7511
福島県大沼郡三島町宮下
字中乙田979
奥会津書房



　サンショウウオの新種で、奥会津の只見町で発見されたので
この名がある。よく似たハコネサンショウウオと比べて、背面
に斑紋がなく一様に暗褐色なのが特徴。冬季に交尾して産卵す
るという特異な生態をもつ。只見町と新潟県の一部のきわめて
狭い地域でしか確認されていない貴重なサンショウウオ。

　寒中にこしらえ、乾燥させたふくれ餅。春先のお茶
うけに登場する。餅の生地に膨張を促す里芋を加え、
薄く切って乾燥させると一年中保存できる。焼いたり
油で揚げて、三倍ほどの大きさに膨らませるのには技
術が要る。ほの甘いさっくりとした食感は春の味だ。

奥
会
津
の
食
材
と
料
理

〈
ふ
く
れ
餅
〉

　たった一枚の枯れ葉の温かさが、深い雪を解かす。雪原に舞い
降りた枯れ葉は春の陽で満たされ、そのぬくもりで沈んでいく。
わずか数センチの雪の窪みは、確かな春の足跡だ。

　乾いた木に、チェンソーで十字の深い切込みを入れ、中
心に木屑などの燃えやすいものを入れて点火すると、あた
たかく明るい松明になる。太さによっては、かなり長時間
燃え続けるので、寒い時期の屋外仕事や夜の照明にも重宝
する。

奥
会
津
の
暮
ら
し
〜
室
内

写
真
・
文
　
竹
島
善
一

　
　
広
い
居
間
の
一
隅
が
冬
期
の
仕
事
場
と
な
る
。

　
縄
綯
い
機
、
臼
も
、
現
役
な
の
が
見
て
取
れ
る
。

　
い
ろ
い
ろ
な
道
具
や
材
料
が
あ
る
が
、
几
帳
面
に
片
付
い
て

い
る
。
四
月
と
も
な
れ
ば
外
か
ら
の
光
も
十
分
だ
。

（
昭
和
五
十
一
年
四
月
　
只
見
町
楢
戸
）

草
・
樹
を
使
っ
て

木
の
た
い
ま
つ

雪解け 奥会津の動物 写真・文：新国　勇〈タダミハコネサンショウウオ〉
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http://www.okuaizu.net   webmaster@okuaizu.net　編　集：奥会津書房　福島県大沼郡三島町宮下　TEL.0241-52-3580

★只見川電源流域振興協議会は、福島県只見川流域の７町村の活性化と振興を図るために活動している団体です。
この冊子は電源立地地域対策交付金の事業により作成されています。

クイズに答えて奥会津の地場産品を貰おう！
問題：次の方言の意味は何でしょう？

ヒント：P2.「聞き書き百選」をご参照下さい。

● 応募方法：官製ハガキに奥会津だよりの感想、住所、
氏名、電話番号を明記の上、答えをお書きください。

●あて先：〒969-7511
　福島県大沼郡三島町大字宮下字中乙田979
　奥会津書房 宛

たくさんのご応募ありがとうございました！

ご希望の方は事務局まで発送先（ご住所・お名前）をご連絡ください。

問い合せ先：只見川電源流域振興協議会事務局
TEL.0241-48-5525      FAX.0241-48-5575

E-mail : webmaster@okuaizu.net

奥会津だより
定期読者募集中

読者コーナー読者コーナー

ＪＲ只見線
春の特別列車運行情報

❖風っこ只見線新緑号
　 5月3日(金)～5日(日)
　 会津若松―会津川口間　1日1往復

❖只見新緑満喫号
　 5月25日(土)～26日(日)
　 只見―新潟間　1日1往復

ホームページ http://www.okuaizu.net/
Facebook https://www.facebook.com/okuaizunet/
Instagram https://www.instagram.com/okuaizu/

「歳時記の郷　奥会津」として、
奥会津の各種イベントや季節折々の絶景を発信しております。

「歳時記の郷　奥会津」として、
奥会津の各種イベントや季節折々の絶景を発信しております。

ホームページやSNS（フェイスブック、インスタグラム）のＵＲＬ

奥会津イベント情報奥会津イベント情報 4月～5月

「める」
正解者の中から抽選で2名様に、南会津町舘岩の
「ひな盆」をプレゼントいたします。

●応募締切：2019年3月15日消印有効 
※当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせて頂きます。  ※クイズの答えは次号110号で発表いたします。

◎108号 「あっちゃこっちゃ」 の答え：あちらこちら

●初めて読みました。奥会津の風習や料理など文化や伝統が細か
く書かれていて「へー」と思いました。少しだけ奥会津通になっ
た気分です。最近の読み物には無いような味があって、すてきだ
なぁと思いました !!（K.K さん：仙台市）
●毎号心温まる記事ありがとうございます。特に表紙を飾る写真
は感心させられるものばかりです。ふるさとを守る人たちの頑張
り、心意気が感じられます。（N.T さん：茨城県大子町）
●奥会津の食材と料理は食してみたい。紹介された料理は食べた
い。柳津・三島の各道の駅でメニュー化してほしい。地域の料理
を是非食したい。（N.T さん：横浜市）
●写真がすばらしいです。今回は「幣づくり」の手の美しさにみ
とれています。神聖な幣を作る手は、なんと美しいのでしょう。
（Y.Mさん：千葉県柏市）
●道の駅で初めて手にしましたが、聞き書き百選の文中にあった
4月 7日は、私たち夫婦が昭和 49年に結婚式を挙げた日で、わ
がことのように拝読させていただきました。今年は心を豊かにし
てくれる奥会津を是非訪ねたいと思っています。
（H.K さん：那須塩原市）

 期　日      イベント名 町村名 場　所 問　合　せ

4月1日（月)

渓流釣り解禁
金山町

只見川及びその支流 只見川漁業協同組合金山支部長　馬場　清次　☎0241-56-4252
渓流釣り解禁（鮎を除く） 野尻川及びその支流 野尻川非出資漁業協同組合（坂内商店）　☎0241-54-2123
ヒメマス解禁 沼沢湖 沼沢漁業協同組合長　鈴木　茂　☎090-7066-6078
渓流釣り解禁 南会津地域 伊南川本流支流及び舘岩川本流支流 南会津西部非出資漁業協同組合　☎0241-72-2110
檜枝岐川釣り解禁 檜枝岐村 檜枝岐川 尾瀬檜枝岐温泉観光協会　☎0241-75-2432

4月中旬～下旬 大林ふるさとの山
「カタクリ・さくらまつり」 三島町 大林ふるさとの山　　　　　　 三島町観光協会　☎0241-48-5000

4月20日（土) 前沢ふるさと公園・資料館オープン 舘岩地域 前沢集落 前沢景観保存会　☎0241-72-8977

4月27日（土)

金山町妖精美術館オープン
金山町

金山町妖精美術館 金山町妖精美術館　☎0241-55-3180

沼沢湖キャンプ場オープン 沼沢湖畔キャンプ場 道の駅奥会津かねやま　☎0241-55-5334（オープン前）
金山町自然休養村センター　☎0241-55-3140（オープン後）

ミニ尾瀬公園オープン 檜枝岐村 ミニ尾瀬公園 尾瀬檜枝岐温泉観光協会　☎0241-75-2432
4月29日（月・祝) 久保田三十三観音まつり 柳津町 久保田地区観音山 柳津観光協会　☎0241-42-2346

4月下旬 河井継之助記念館オープン
只見町 （株）会津ただみ振興公社　☎0241-83-1733歳時記会館オープン

5月上旬 奥会津只見の森キャンプ場オープン
長卸山　山開き 舘岩地域 木賊温泉 南会津町観光物産協会舘岩観光センター　☎0241-64-5611

5月5日（日・祝) 鬼子母神例大祭 三島町 西隆寺 三島町観光協会　☎0241-48-5000
5月11日（土) 桐の里ウォーク 三島町内 三島町教育委員会　☎0241-48-5599

5月12日（日)

飯谷山　山開き 柳津町 飯谷山登山口 やないづふれあい館　☎0241-42-3511
要害山　山開き 只見町 只見駅前駐車場 只見町観光まちづくり協会　☎0241-82-5250
前沢薬師堂まつり 舘岩地域 前沢集落 前沢景観保存会　☎0241-72-8977
愛宕神祭礼奉納歌舞伎 檜枝岐村 檜枝岐の舞台 尾瀬檜枝岐温泉観光協会　☎0241-75-2432

5月中旬 高畑スキー場わらび園オープン 伊南地域 高畑スキー場 南会津町観光物産協会伊南観光センター　☎0241-64-5711
5月18日（土）～ 6月1日（土）第4回山人・春まつり 檜枝岐村 檜枝岐村内旅館・民宿 尾瀬檜枝岐温泉観光協会　☎0241-75-2432
5月19日（日) 博士山　山開き 柳津町 博士山麓登山口駐車場 やないづふれあい館　☎0241-42-3511

5月25日（土)
御前ヶ岳登山 昭和村 昭和村大字大芦字畑小屋地内 昭和村観光協会　☎0241-57-3700

尾白山　山開き 伊南地域 南会津森林組合伊南支所前受付　
（宮沢登山口） 南会津町観光物産協会伊南観光センター　☎0241-64-5711

5月下旬 大嵐山・湯ノ倉山　山開き 舘岩地域 湯ノ花温泉 南会津町観光物産協会舘岩観光センター　☎0241-64-5611
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